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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 

地球温暖化の進行により低炭素社会の構築が進められているが、全ての生態系の中で最大規模の光合成速度を

有すると報告されているサンゴ礁を、十二分に保護しているとは言い難い。本研究者は、機械的物性に優れるだけで

なく、二段階の薬物徐放を可能にし、生体適合性および海洋中での生分解性に優れたペプチドハイドロゲルを合成す

ることで、サンゴ細胞の人工培養に適した材料の開発に成功した。 

具体的には、シルクから成るハイドロゲルの構造を制御することにより、高強度かつ複数の薬物やペプチドを徐放

可能な基盤を開発した。これらの物理ゲルは、ペプチドと水の相分離によりネットワーク構造が構築され、シルクの濃

度および二次構造によって、ゲル化および機械的物性が制御されていることが明らかとなった。さらに強度を向上させ

るために、植物の細胞壁を模倣したシルクおよびペクチンから構成される高強度ハイドロゲルの調製にも成功した。さ

らに、海水中における生分解性を示し、２週間から数ヶ月まで生分解速度を制御することも可能であることが明らかと

なった。この高強度ゲルであれば、海洋中であってもサンゴの人工培養に耐え得る強度を有するだけでなく、生分解

性にも優れ、使用後に海洋中に人工物が残存することも防ぐことが可能となる。Sarcophyton glaucamを用いてシルク

およびペプチド基盤上での人工培養を開始した結果、組織断片の再生および成長を観察することに成功した。今後は

再生や分化を誘導するシグナルペプチドの徐放挙動がサンゴ再生に与える影響を解析する予定である。 
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欧文概要 ＥＺ 
 
To fabricate peptide-based hydrogels for regeneration of corals, we have prepared silk-based 

hydrogels. A novel technique was developed to regulate the bulk water content of silk hydrogels 

by adjusting the concentrations of silk proteins, which is helpful to investigate the effects of 

the state of water in polymeric hydrogel on its biological functions, such as cytotoxicity. The 

silk hydrogels prepared at various silk concentrations were characterized with respect to their 

water content, molecular and network structures, state of water, mechanical properties and 

cytotoxicity.The influence of the state of water in the silk hydrogel on the cytotoxicity was 

recognized, which revealed that the bound water will support cell-adhesion proteins in the cellular 

matrix to interact with the surface of the silk hydrogels. We have successfully cultured coral cells 

on the silk hydrogel and will investigate the growth of coral cells with various signal peptides. 

 
 


